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長   江   悠   悠 
 
加 藤 幸 三 郎 
 
昨年 9 月初旬、学内社会科学研究所の「中国自動車産業視察調査」に参加した。 
私なりの興味は、「中国自動車産業の実態」よりも、上海浦東空港から始まった今回の調査旅行
が、最終は陝西省西安だったとはいえ、まず「安徽省合肥・湖北省武漢」といった中国の内陸
地域に焦点が当てられていた点にあった。 
しかも、私が始めての内陸部に対する拙い予想・期待を全く裏切ったのが、「武漢三鎮」のひ
とつ漢口に面した揚子江の姿であった。まさに「長江悠悠」という表現がぴったりだった（因
みに、この｛長江悠悠｝という表現は、すでに中国文学者竹内実教授が使用されている。同氏
編著『岩波 漢詩紀行辞典』2006 年刊）。一体どっちが上流で、どっちが下流かも分からない。
止まっているかのように見える。運搬船の緩やかな動きを凝視するしかない。万古の歴史の流
れに悠然と構え、人情の機微をも飲み干してしまう冷徹な姿容であった。 
つまり、「武漢マルコポール・ホテル」での検討会で、私が発言したように、現在の「中国自
動車産業」の形成・展開・発展の前提として、この地域における軽工業（消費資料生産部門）・
重工業（生産手段生産部門）の形成・発展が存在したと考えるべきなのではないのかという点
である。 
具体的にいえば、日本紡績業が 1890 年、始めて上海に「綿糸輸出」を開始したのは、この「長
江」流域・周辺に向けて売り込みを意図していたからである。 
鹿児島・滝ﾉ川・堺「始祖三紡績｣と違い、山辺丈夫は、当初旧津和野藩主亀井茲明の養育係
として、かの「西南戦争の真っ只中」明治 10 年 8 月離日、イギリス・ロンドンに留学、始めは
ロンドン大学の university college に入学して「保険論｣を勉強する心算であったが、友人を介し
て、渋沢栄一第一国立銀行頭取から「大阪紡績｣設立準備を要請されたため、king’s college 転
じ、さらに綿業都市マンチェスターをはじめ、広くランカシャ―を訪ねまわり、実際に「職工
として紡績技術｣の習得と「紡績機械」の選定・購入にあたり、明治 13 年に帰国した。さらに
渋沢栄一頭取の全面的援助をうけて、工場の「原動力」を河川ではなく、「蒸気力」に求め、イ
ギリスに倣って四層のレンガ造りの工場を淀川に面した「官有地」、大阪府西成郡三軒屋村に建
設したのである。 
明治 15（1882）年に創業した大阪紡績は、直ちに「深夜業」を導入し、「いわゆる松方デフ
レ期｣を経て、明治 20 年代に急激な発展を遂げる近代的紡績業の先頭を歩んでゆく。このため
に、三井物産を介して、アメリカからエジソンの発明した「白熱電燈｣を輸入して、「石油ラン
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プ」とかえてゆく。「綿花」や綿屑は極めて燃えやすいからである。 
そして、輸入インド綿糸と対抗しながら、遂に明治 23（1890）年に本邦綿糸は、中国に向け
て海外輸出を開始する。上海輸出向けといわれるが、上海やその周辺とともに、恐らく長江を
溯り、鎮江・九江・蕪湖・武漢〔＝漢口〕にも販売されていったのであろう。 
後に「在華日本紡績同業会顧問」になった、外務書記生船津辰一郎は、明治 31（1898）年猛
暑の漢口に到着、清国側の張之洞との間に、此処に「専管居留地」設定・取決めの実務に当たっ
た。翌年 3 月には、官営八幡製鉄所長官和田維四郎と同技監大島道太郎の両名が上海総領事小
田切万寿之助の斡旋で「漢陽製鉄局大臣盛宣懐」との間に「大冶鉄山の鉱石及び石炭供給の契
約」をむすべく一行の大冶鉄山視察および盛宣懐との契約成立に関して、「居中斡旋」に当たっ
たのである。「和田長官は大冶の鉱石を見て頗る有頂天となり、これなれば、早速契約を結ぼう
と言い出し、帰路の船中で先づ大島技監が契約の原案を独逸文で起草し、それを長官が日本文
に訳し、更に私が支那文に直した上、上海で小田切総領事と相談の上、盛宣懐氏との間に契約
が纏まったのである（その「鉱石買入条約の調印では、鉱石は石灰竈渡しで毎トン 2 ドル 40
セント、毎年 5 万トンを購入、八幡製鉄所より 3 人以上を鉱山に派遣することとした」『船津辰
一郎』在華日本紡績同業会編、昭和 33 年刊、73 頁以下）。 
さらに、この船津辰一郎が三井物産の山本条太郎と、日清戦時に中国東北部の営口の開港場
で英国官憲と日本守備隊との間に衝突が生まれた折、その調整役に山本があたり、旅順で通訳
官をしていた船津と邂逅したのが機縁となっている（『山本条太郎 伝記』、昭和 17 年刊、以下
も同じ）。 
そもそも三井物産のみならず、三井財閥全体の発展の上でも極めて重要な役割を果たした官
営「三池炭鉱」は、明治 21（1888）年に払い下げられ、一番札佐々木八郎と二番札川崎儀三郎
との差は僅かに、2300 円であっという。益田孝に名儀を貸した佐々木八郎は、もともと長崎通
詞で、明治維新前後には、横浜で通訳もしており、益田はかって佐々木の書生となって英語の
修業をしたこともあり、三井組の大番頭三野村利左衛門とも交渉があったという。佐々木は同
年 8 月 21 日付で全権を三井組総代西邑乕四郎に委任したのである。ところで、この「三池炭鉱
の払い下げ」代金には、主任技師団琢磨の身柄も含まれていたのは、よく知られた話である。
というのも、三井物産会社が官営初期から三井炭鉱に関係を持っていたといっても、それは、
輸送・販売面のみで、実際の炭鉱経営については、全くの素人であった。しかも難航する「勝
立坑開鑿事業を抱えての三池炭鉱の経営」には技術畑の人材が不可欠であった。益田の意見は
「技術家を事務長にしなければいけない。事務長即ち技師長でなければいけない」（長井実『自
叙益田孝翁傳』昭和 14 年刊、298 頁）ということで旧知の団琢磨を事務長に据えることとした
のである。周知のように、団は旧福岡藩主黒田長和がアメリカへ留学するにあたって金子堅太
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郎（のち枢密顧問官）とともに随行者にえらばれた。14 歳のときで、「岩倉使節団」一行とア
メリカ号に同乗して渡米したのである。アメリカ・ボストンで語学の勉強のあと、鉱山学を学
ぶためにマサチューセッツ工科大学に入り四年間の研鑽をつんで学士号を得、明治 11（1878）
年に帰国した。工部省所管の「工部大学校」鉱山学科第 1 回卒業生を送りだすのは、その翌年
秋であり、本場仕込みの団の鉱山学の知識は、当時における最新かつ最高のもであった。 
しかしながら、帰国後の団は不遇であった。最新の鉱山技術は多くの資金を必要とすること
から、これを有効に生かす場がなかった。止む無く大阪専門学校助教として、数学や化学を教
え、ついで東京大学理学部に職をえたものの、助教授とはいえ、天文学のイギリス人教師の助
手でしかなかった。明治 17（1884）年 2 月にようやく工部省御用掛准奏任となって鉱山課へ出
仕し、三池に赴任したが、ここでも三池鉱山局主任小林秀知との折り合いが悪く、しばらくは
閑職におかれていた。そもそも小林は長州藩の出身、三池炭山官収の明治 6（1873）年以来、
十余年間主任として在任し、その部下の多くも郷党の山口県出身者や姻戚たちであり、そこへ
団が天下り的に局長の次席を占めたのであるから、折り合いがうまくゆく筈はなかったのであ
る。団が赴任した頃の三池炭鉱は、採炭量 16 万 7936 トン、海外輸出は 10 万 0760 余トン、利
益金は 2 万 4500 円ほどで、大浦坑など六坑を稼行していた。しかし官収当時からの大浦坑は老
朽化し、需要の拡大に対応して出炭を増加させるには、新坑の開発が要請され、こうして勝立
坑開鑿がはじまり、工業課長兼勝立坑長（三池鉱山局五等技師）に補せられたのである（以上
は、主に『三井事業史』本篇第二巻による。以下も同じ）。勝立抗の開鑿は困難で、出水量が多
く、その排水が大きな問題となっていた。三池炭の海外輸出に注目していた主管の大蔵大臣松
方正義は、勝立抗の開鑿を成就させるために海外技術の導入が必要であるという三池鉱山局の
上申をいれて、団に洋行を命じた。団は明治 20（1887）年 10 月に出発、欧米各国を巡回して
三池炭鉱の入札がおこなわれたころは、帰国の途についていた。親友でまた義兄でもあった金
子堅太郎は、福岡県知事に依頼して県の鉱山技師に採用することが内定していたのである。益
田孝は強引に談じこんで「月給 200 円」で三井に迎えることにしたという。団は明治 21（1888）
年 12 月、三池鉱山局の廃止とともに非職となり、三池炭鉱社に招聘され、事務長の職についた
のである。 
さて以上のような来歴から、三池炭鉱の払い下けは、佐々木八郎の名義を借りて三井組によっ
てなされたが、この莫大な鉱山投資は三井物産会社のみで処理しうるものではなく、三井銀行
との共同管理を行うために「三井炭鉱社」なる組織をつくって経営にあたることになった。東
京駿河町の三井銀行の一室に本部事務所を設けて書記一名をおき、益田孝、西邑帍四郎が委員
に就任して経営全般を管理したという。なお、三池集治監囚徒の使用継続が認められていたこ
とも見逃せない。高島炭鉱の場合には、民業移管後囚人労働は廃止されたという。この為、囚
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人労働に支えられた官営三池炭の低単価に著しく圧迫された高島炭鉱は、後藤象二郎から三菱
に経営が継承されるに及んで、労働搾取を強化すべく苛酷な納屋制度を実施したのである。三
池炭鉱の場合、炭坑の基本的作業工程である採炭部門に、大量の囚人労働が投入され、明治 22
（1889）年における囚人労働の比重の大きさは、坑夫数の 13.3％を占める囚人が採炭夫の 67％
に達する集中度の高さによって示されている。三池炭鉱の払い下げを受けた三井にとっては、
囚徒使用継続の特権は、極めて重要な意味をもっていたのである。 
三井が三池炭鉱を入手したことについて、世間ではこれを非常な冒険とみた。たしかに、三
池炭鉱の落札は、三井にとって大きな賭けであった。始め政府が、「三池鉱山払下概則」に添え
て入札希望者に提示し多「三池炭鉱収支概算書」には、払下代金の年賦を償還する明治 35（1902）
年度までは赤字であるが、明治 42（1909）年度までに 400 万円の投資額を回収して、以後黒字
に転ずるとの見込みが述べられていた。だがしかし、払下価額 455 万 5 千円は、現存する三池
の財産評価額 56 万 9600 円と比べてきわめて高価な買物であった。しかも払下げが決定してか
ら僅か八ｹ月後の明治 22（1889）年 7 月 22 日夜、九州地方を襲った大地震によって勝立坑が水
没するという悲運に見舞われたのである。 
そもそも三池炭鉱の諸坑は、湧水が多く、その排水問題に悩まされたところであったが、地
震の被害は激甚で、勝立坑は喞筒が水没して廃坑になってしまった。ここで三井は、払下代金
完納以前は、貸下げとして営業権ならびに付属物件の所有権は賦与しない、という払下命令書
の規定を楯に、この損害は所有権者である政府が負うべきものとし、勝立坑の代金をおよそ 150
万円と見込んで払下代金からこの分を控除することを大蔵省に嘆願した。だが、「廃坑後四ｹ年
間、手を替え品を替え」、これを大蔵省に嘆願したが大蔵省はとりあわず、ただ年賦金上納を厳
促するのみであった。しかも明治 25（1892）年 4 月にいたって、大蔵省監査局長は、三池炭山
払受人代理西邑帍四郎に出頭を命じ、突然に命令書の期限にもかかわらず年賦金完納以前に該
鉱山の営業権を付与し、借区券を書き入れるべき旨を通告した。このため益田も出頭して異議
を申し立てたが、大蔵省は、先願主義を建前とする「鉱業条例」の施行が目前に迫っており、
第三者に権利を奪われる危険を防止するための営業権の付与であると異議を認めず、払下代金
完納までは大蔵省の負担とされていた納税義務を払受人に移すことを指令した。こうして明治
25（1892）年 7 月 4 日の「三井家仮評議会」において「大蔵省ノ処置酷薄ニシテ不条理ヲ極メ、
払受人ノ蒙ル可キ損害ハ固ヨリ少々ナラザレバ徒ニ之ニ黙従スルニ忍ビズ」と、大蔵省を相手
取って訴訟を起すことの可否を検討、翌年四月に東京地方裁判所ヘ提訴するにいたった。原告
は三井高喜、訴訟代理人は高梨哲四郎、江木衷、被告は、大蔵大臣渡辺国武で、東京地裁の第
一審では、原告に損害賠償請求権無しとの判決であったが、控訴審では、三井が勝訴した。し
かし明治 27（1894）年 11 月の大審院判決では再び三井が敗訴と決定、結局三井は明治 35（1902）
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年にいたって払下代金 455 万 5000 円を完納したのである。大略 14 年前後の時間をかけて巨額
の代金を支払ったのであるが、後述するように、当時の東アジアにおける「三池炭」の特質と
三井物産の事業の発展によって、俗に「三池炭鉱は三井のドル箱」と言われる様になったので
ある。 
さてここで、前述した外務書記生船津辰一郎と邂逅した山本条太郎に戻らねばならない。明
治 14（1911）年 4 月、「丁稚小僧の前掛け姿」で三井物産横浜支店に入社したが、当時の三井
物産は、本店は東京兜町にあり、社長は益田孝、副社長が木村正幹、次が馬越恭平（日露戦後、
日本麦酒・札幌麦酒・大阪麦酒の合併による大日本麦酒設立に際し社長に就任、“東洋の麦酒王”
と称せられた）であった。当時、横浜では「洋銀（メキシコドル）相場」が盛んで、山本少年
は「商機」に敏感であったから、後年の生糸や米相場に積極的に対応した素地の片鱗を表して
いたらしい。明治 15〔1882〕年、16 歳の折、山本条太郎は横浜から東京本店に転じた。「小僧
のくせに、相場に手を出した」ことが判明して転勤させられたとも言われている。山本が、明
治 10 年代後半の「紙幣整理期」に入って米価低落の時、農家が窮乏し租税滞納者が続出するに
及んで、政府は米価の釣り上げ策の為、三井物産に米の大々的な買上を命じた。この折にも、
利根川べり、佐原や土浦周辺の米の買付を巧みに進め、併せて「商況報告」も提出したことが、
益田に認められ、社内の地位を高めてゆくのである。だが、「相場」といい、「巧みな買付」と
いい、同僚との軋轢や輸贏を争うこととならざるを得なかったのである。「喧嘩両成敗」ともい
えないが、結局「本人に戒飭」を加え、性格も陶冶しやろうとの上司の親心からか、明治 19（1886）
年 12 月には、帆船「頼朝丸」への乗船を命ぜられたのである。 
当時の三井物産には、所有船として、汽船には、頼朝丸、秀吉丸があり、帆船には、熊坂丸、
千早丸などがあった。頼朝丸は 1880（明治 13）年に、イギリスで建造された鉄製汽船で、三池
炭の販売にかかわって、九州島原半島の口之津か長崎で石炭を積込み、上海や福州など中国の
諸港に向け航行していたのである。この頼朝丸は、船員は総てイギリス人で、僅かに中国人が
加わっていたという。山本条太郎が共立学校や店の夜学で習った英語では役に立たず、Ｂ・ゴー
ル船長やＪ・プリチェット機関長のお陰で英語や礼儀作法まで仕込まれたという。この間も、
農商務省鉱山局の内命を受け、北清および開平炭鉱を始めて視察している。この折、鉄道の枕
木を同炭鉱へ、又日本材を天津市場へ販売する契約を結んだが、これも本邦木材の北清輸出の
端緒を開いたという。 
以上の陸上勤務が明治 21（1888）年に始まったとすれば、東京本店の理事重役となって戻る
までの 20 年間は、山本条太郎の「上海時代」といってよい。 
明治 20 年代の中国上海は、現在からは想像できない、いわば国際都市としての繁華な形
態を具えず、在留日本人の勢力も微弱であって、三井物産上海支店（上掲『三井事業史』
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本篇第二巻、280 頁所載の写真参照）も小規模であった。 
当時の状況を物語る、明治 21〔1888〕年 2 月、山本が縁戚に充てた書面が残っている。 
「上海は己に御承知の通り、東洋貿易場の内最一の盛場に有之、昨今は日本人も凡六百人程
在留御座候へ共、此内三分の二は、外妾或は娼妓同様の商売致居候者にて、真に貿易の為
め渡航の日本人は誠に微々たるものにして、広業商会及当社を除く外、余り目に見える商
家も無之、当社の如きは、手代合せて十名程の商賈に御座候へ共、余り世間に出て幅の利
く程の事も無之、日本人丈には自然と威張り居候様な事に御座候。然し今日迄扱居候商売
と申すは、石炭売捌一方にして、夫れも此頃頻りに世間に説高き三池炭の販売のみに有之
候、例の三菱会社が、其所有の高島石炭の売捌に困難なると、其の炭坑の採掘期限の切迫
したるため、百方此三池炭山を手に入れんと企て居候処、此の方も又其裏を謀ると言う様
な双方の競争よりして、政府も断然是に入札払下を為すに決したる由にて、先頃當支店長
及長崎支店長共出京致居候ひしが、果して此の結局何れに決し候ものにや、誠に物産会社
の為には、幸不幸の堺目と申す外無御座候。（下略）」と。在留日本人といえば、先ず領事
館（七、八名）と三井（十四、五人）、日本郵船会社（支配人は外国人、日本人は一人）、
外に雑貨商が二、三軒、旅館が二軒、理髪店が一軒、医師一人、他には島原出の洋妾等合
計百人位のものだった。米租界、英租界、仏租界と大廈高楼軒を並べ堂々たる外商が威張っ
ていて、日本人は甚だ肩身が狭かった。然し最も繁華な英租界四川路には、只一軒金招牌
の三井のあるには、心強い感じがしたという。店は大きくはなかったが、流石は三井で、
信用厚く、金を払わずにどんどん渡してくれた。支店の商売はまづ石炭の売込が土台であっ
て、他の輸入品は尚微々たる有様で、印刷局の印刷紙、上等の手漉洋紙、壁紙、その他海
産物では委託の北海道昆布、雲丹等、時にはウオーターベリー型時計の販売等をやった位
である。輸出の主たるものは棉花、菜種油といったようなもので、外に浦東に株式会社組
織の繰綿工場ができて、三井が総支配をしていた。 
そもそも三井物産が、創立当初の明治 9〔1876〕年この方、農商務省鉱山局から「三池
炭」の一手販売を引受けて販路拡張のため、始めて上海に派出員をおいたが、これが「三
池炭輸出」の権輿で、同時に三井が中国貿易に乗出す第一歩であった。前述した「三池炭
鉱払下げ」をめぐり競争者が続出したが、結局三井が落札、後年の「三井鉱山会社」の根
幹を成したことは繰り返すまでもあるまい。山本条太郎が「物産会社のためには、幸不幸
の境目」と予断したのも当然であった。それで、山本は上海支店では、船舶部と石炭部と
の仕事を兼ねていたのである。 
三池炭鉱払下げ以後、わが国の綿糸紡績業の展開が進むにつれて、三井物産はその「輸
入紡績機械」の一手販売権を掌握し、またインドからの棉花直輸入も開始して、明治 26
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（1893）年にはボンベイに出張所を設置して驚異的な躍進振りを示してゆくのである。同
年、商法の改正・実施と共に、組織を合名会社に改め、資本金を 100 万円に増加したのも
かかる大勢に順応するためだったのである。上海支店も新商品・新販路の開拓を企て、山
本もまた厦門、汕頭、香港へ出張して、日本商船の航路を拡張すべく、台湾、漢口、九江、
厦門、汕頭、サイゴンなど本邦との航路を開始する端緒はこの時に始まったといわれ、ま
た「海上火災保健」の紹介・普及に努めたともいわれている。上海に「生糸試験所」の設
置を見たのも山本の計画で、日本の片倉製糸のために上海の奥地に入って、「中国繭」の買
入にも当たったという。 
すでに、天津条約（万延元（1860)年、）で開港場となった「営口」に入り、「大豆（大豆
粕）」輸出も始めている。営口に日本領事館が開かれたのは、明治 9（1876）年からなので
あるが、後に満州の特産物の代表ともいえる「大豆・豆粕」は対欧米輸出でも巨額に達し、
明冶 41（1908）年三井物産が 2 万トンの大豆をイギリスへ輸出したのが、ヨーロッパ輸出
の端緒となった。周知のように、満州大豆は、少量ではあったが、千葉県野田、愛知県岡
崎などの「味噌・醤油」の原料でもあったし、「豆粕」は日本農業では肥料の大宗であった。
日清戦争が始まると、明冶 28（1895）年 1 月から 5 月にかけて、単身で、旅順、金州、太
平山、営口、大狐山、安東県、義州、平壤、鎮南浦など、地勢・地味、風土、物産、生活
状態、通貨、度量衡、租税、交通運輸、取引方法など克明・詳細な『占領地及朝鮮平安道
商況視察復命書』を作成している（『山本条太郎 論策二』昭和 14 年刊、所収）。 
日清戦争に勝利した日本は、明治 28（1895）年 4 月、「下関条約」を締結、台湾、澎湖
諸島を領有し、3 億円の償金を得、開港場も追加することができ、併せて多年の懸案であっ
た「条約改正」を実現して、列国と対等の地位に立ち、日本資本主義の形成・確立に向け
て大きく前進してゆくのである。 
山本条太郎は、同年 12 月に三井物産の子会社ともいうべき上海紡織会社の支配人となっ
た。もともと三井物産は、本邦綿糸紡績業の展開につれ、上海棉花公司を設立し中国棉輸
入の増加を計画した。当初は、物産独自で経営する計画であったが、同業者の妨害もあり、
日・英・米・独・仏の五ｹ国人を発起人とする株式会社の組織に変更、香港政庁に資本金 7
万 5 千両（テール）、このうち三井物産は、4 万 5000 株（60％）を所有する会社で、経営
の一切は三井物産に任された。明冶 23（1890〕年に操業を開始、年間 5 万ピクル（当時の
邦貨で約 81 万円）の繰棉を生産したが、三井物産が実棉の買入から繰綿の販売までの一切
を取扱った。明冶 23 年度の景況は「売捌地ハ大阪ヲ第一トシ、現ニ本年ノ如キモ既ニ参拾
九万九千五百六円ノ販売ヲ為シ、東京ハ之レニ亜キ又拾万円以上ノ販売ヲ為シタ」といわ
れ、これによって三井物産の中国棉花の取扱量は急速に増大したのである（『三井事業史 
－ 52 － 
本篇第二巻』580 頁）。 
さらに、日清戦後清国政府は、財政建て直しと中央集権のために、「鉄道国有化」をはかっ
た。この為、1911 年 5 月以降、清国郵伝部尚書盛宣懐が、「英・米・独・仏四国借款団」
との間に、600 万ポンド借款の契約を結び、「川漢鉄道（四川省成都―重慶―漢口）」の起
工と「粤漢鉄道（広東ー漢口）」の完成とを考えて、将来中国全土の幹線を総て国有にしよ
うと計画したのである。ところが、利害を有する四川・湖南・湖北・広東四省の人民は、
これに反対して騒擾を起し、四川省の火の手は特に猛烈であった。政府は四川省平定のた
め、武漢の軍隊を増派したが、その兵力の薄きに乗じて 10 月 10 日革命党は決然事を武昌
に起こし、先ず軍機局を占領して「湖北総督」を敗走させ、第三十九旅団長黎元洪を推し
て革命軍の都督となし、対岸の漢口・漢陽を占領しここに「中華民国軍」新政府を樹立し
たのである。いわゆる「辛亥革命」である。革命の火の手は燎原の火の勢いを以って四方
に拡がり、北は山東、山西両省より南は福建、広東、広西、雲南、貴州各省に至るまで相
次いで独立を宣言し、僅々一月余にして中原を風靡してしまった（後述のように、これに
対して、時の陸軍参謀本部第二部長宇都宮太郎は「対支那意見」を発表、『日本陸軍とアジ
ア政策』1 483～484 頁）。周知のように、孫文はアメリカより急遽 12 月 25 日に帰国し、
各省代表は孫文を「臨時大統領」に、黎元洪を「副総統」に推戴し、南京に臨時政府を樹
立、国号を「中華民国」としたのである。北京政府はこの動乱の勃発に逢い、さきに罷免
下野せしめた袁世凱に出廬を促した。袁世凱は容易にこれに応じなかったが、遂に懇請黙
しがたく、再び起って革命軍討伐の全権を握り、その一軍は革命軍を破って十月末漢口と
漢陽とを奪回した。老獪なる袁世凱は、早くも革命軍との妥協の意図を抱き、一方では、
清廷に迫って「摂政王」を退位せしめ、自らを内閣総理大臣に任じて政権を握り、翌年二
月には、「皇帝退位」の詔を発せしめ、孫文が「大総統」を退いたので、自身が「臨時大総
統」に就任したのである（前掲『山本条太郎 伝記』254 頁、他）。 
ところで、この「辛亥革命」の発生・展開のなかで、山本条太郎が逸早く接触をもとめ
ているように、三井財閥としても深い関係を持ってゆくこととなるのである。 
そもそも三井の海外投資は、日清戦争後から台湾経営や中国紡績業への進出（いわゆる
在華紡）などで始まっていたが、日露戦争後その動きは更に活発化した。だが日露戦後の
海外投資は、単に三井物産の営業拡張に限られることなく、三井は直系会社を一体として、
朝鮮・中国への投資活動を進めていったのである。さらに、その活動は、三井の主導によ
る他財閥や財界の連合と国家の慫慂と支援によって、日本の海外投資、とくに対中国進出
と密接に結びついていたのである。 
明冶 40（1907）年 4 月、益田孝、渋沢栄一、近藤廉平、大倉喜八郎らは、明冶政府の勧
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奨で清国経済事情調査や借款引受け相談などのための日清起業調査会を設立していたが、
明冶 42（1909）年 8 月、財界のシンジケート投資機関たる東亜興業株式会社を設立、資本
金は 100 万円（2 万株）で、三井はそのうち 1600 株（持株比率 8％）を出資している。
益田孝、早川千吉郎、朝吹英二、山本条太郎らが名義株を持った。同社は明冶 45（1912）
年 7 月、日本興業銀行を介して大蔵省預金部資金を使い、清国江西省南潯鉄道（通称江西
鉄道、九江～南昌間約 80 マイル）建設借款 500 万円を同鉄路公司へ融通している。対中国
民間借款の代表的事例であるこの南潯鉄道借款は、その後大正 11（1922）年までに総額 1000
万円となっていた。また、明冶 43（1910）年へかけて漢口水電公司に対して、三井銀行な
ど有力銀行の共同融資によって 250 万円の借款を与えていた。三井銀行でも「清国出張員」
が任命されているが、上海、香港、広東、長江遡航、漢口、武昌、漢陽、大冶、北京、蒙
古、天津、営口、大連、ハルビン、青島などの調査結果は『三井銀行清国出張員報告書』
にまとめられているが、同行取締役会への報告（『対支那放資に就て』）では、次のように
指摘している。 
「茲に日本の資本家としては、三井銀行が此の仕事をするに就き尤も便宜の地位にある
ということは、三井物産会社が支那の各地の事情に通じて居り、且つアラユル仕事に
手を出して居るということである。前にも述べた支那放資の目的は、利権の獲得にあ
りという議論から見て、三井の銀行が有利の事業に金を貸し、同じ三井の物産会社が
其事業に要する材料の売込をなし、又は製品の一手販売をやるといふことにすれば、
貸金の利率は八九分でも物産の獲得する利益は、普通二割にも三割にも廻ることとな
る、之を加へて折半して双方の利益とすれば、随分有利の仕事となる訳であろうと思
ひます。又物産会社が其事業に甚深の関係を有って来るということは、取りも直さず
其事業に対して一種の監督をする様な訳で、銀行が貸した金が如何に使用されつつあ
るや如何を見て居ると同一のことで、甚だ面白い関係であります。此の長所を有って
居るのは、日本の資本家三井に越したものはなかろうと思ふのであります」 
さらに、この『報告』は、言葉をついで、さらに次のように資本家間のシンジケー
ト結成と国家の後援を強調していたのである。 
「乍併今少しく之を大きく考えますると、私は支那に放資するということは最早天下
の大勢であって、独り三井のみの私すべき問題でなく、国家の問題であろうと思ひま
す。此の問題を解決するには、政府と資本家とが一致団結して事に当らなければなら
ぬ。又激烈な列国資本家との競争に打勝つて行く手段としても、斯くすることが尤も
機宜に適したる仕方で有らうと思ひます。」（『三井事業史』本篇第三巻上、209 頁以下） 
ここで、まさに「帝国主義段階」を踏まえての発言の意味するところは大きい。加
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えて日本のみならず、外国資本とも競合していることはいうまでもない。 
事実、例えば北京駐在イギリス公使の任にあったジョン・ジョーダンは、当時中国
に25年間の勤務経験をもち、間もなく60歳になろうとする老熟した中国専門家であっ
たといわれるが、著名な『ブルー・ブック』に収められた「辛亥革命」に関する彼の
報告は地味に事実の経過を追ったもので、目覚しい背景分析のたぐいもなく、少々現
象面の推移に密着しすぎているきらいがはあるが、刻々の状況の動きについて、その
都度柔軟な判断を下しているといわれる。 
先ず彼は、いちはやく、革命が始まった直後の 10 月 16 日付の報告の中で 
「運動の進め方が秩序整然としていること、および際立って外国権益を尊重している
ことが、これまでのすべての同種の蜂起とちがう点であって、そのために、中国人の
間からある程度の共感が寄せられている。満州王国は最早中国人を支配していると主
張することはできない」と指摘した（坂野正高『近代中国外交史研究』岩波書店、昭
和 45 年刊、309 頁以下）。しかも彼の報告は、袁世凱にいわば焦点を合わせながら事
態の推移を追っている点にあるという。 
河南省彰徳に隠棲中であった袁世凱が10月14日に湖広総督に任命されると、即日、
これを報じたジョーダンの電信は、「この任命覇は恐らく、これまで疑わしかった華北
の諸軍隊（袁が育成した北洋陸軍）の忠誠を確保し、かつ、今度の危機に対する政府
の手をいちじるしく強化するであろう」と述べ、「かれの忠誠は疑われていない」とし、
全般的な見通しについて、「今度の反乱は鎮圧されるであろうが、満州王朝の将来は暗
い、というのが一般の説である。王朝は人民の間で少なからず信用を失墜している。
／・・・・帝国のまるまる半分ほどが不作に見舞われかけており、揚子江流域は家な
き飢民の群で一杯である」と述べている。さらに、華中・華南の状況は、民心が「完
全に反乱の側にある」とし、反乱は「悪政と圧制に対する民衆の反抗の運動」と見、
「運動は非常に広範囲に広がっているので、袁のような常識ある人間にはこれを武力
でうまく鎮圧できようとは、恐らく思われないであろう。中国人民と満州王朝の間に
立つ調停者の役割を演ずるのに彼ほどに適した人間はありえないであろう。彼は現代
における中国人民のもっとも信頼されている代表者であり、満州王朝には彼およびそ
の一家は数代にわたって仕えてきたのであるから」。 
この 10 月 30 日には「己れを罪する詔」が発せられ、翌 11 月 1 日には、袁世凱が慶
親王（1836～1916）代わって内閣総理大臣に任ぜられた。湖広総督に任ぜられて以来、
彰徳の地を動かなかった袁は、ここに始めて行動を開始する。11 月 3 日に資生院〔1907
年に開設された仮国会〕の議決上奏した「憲法信条十九条」が発布され、11 月 9 日に
－ 55 － 
は憲法信条の規定にもとづいて袁世凱が内閣総理大臣に選挙された。袁はここで北京
に入る。この間、武漢に革命が勃発してから一ｹ月、湖南・陝西・山西・雲南・江西・
貴州・広西・安徽・福建・江蘇の各省が独立していた。このように情勢が展開してゆ
く中で、11 月 12 日附のジョーダン公使のイギリス本省あての電信は「今や、満州人
に残されたただ一つの望みは、袁世凱と資生院が、共通の結合を欠いたいくつかの国
家になるよりは満州王朝をお飾りとして保持している方はよいということを各省に納
得させることができるか否かにかかっている」と伝えている。この電信に対して 11
月 5 日附のイギリス外務省エドワード・グレイ外相の訓電は、つぎのようにのべて、
袁世凱に寄せるイギリス政府の期待の程を明らかにしている。「我々は袁世凱に対して
きわめて友好的な気持と尊敬とを抱いている。諸外国を公平に扱い、国内秩序と貿易
の進展に有利な諸条件を維持することができるだけの十分な力をそなえた政府がこの
革命の結果として樹立されることを、我々は希望する。そのような政府に対しては、
我々はできる限りの外交上の支持を与えるであろう」と。 
袁世凱から依頼をうけたジョーダン公使の指示によって漢口のイギリス領事が調停
に動き、12 月 3 日に清軍と革命軍とは停戦した。12 月 6 日には摂政王が辞職した。こ
の辞職を報じた 12 月 8 日附のジョーダン公使の報告は「この措置が国民の気持を和ら
げて、満州人の主権を権威を弱めた形で残した立憲政治を受入れさせるようになるか、
それとも（清国が）また一つの弱みをみせたものと見て、南方の極端派が満州人を追
払って共和政府を樹立施与という主張を固執するか、その何れになるかは先になって
みないと分からない」と観測している。 
1912 年 2 月 12 日に宣統帝（1906～1967、在位 1908～1912）が退位して清朝は滅び
た。退位を宣言した上諭は臨時共和政府を組織する全権を袁世凱に与えることを告げ
た。この二日前の 2 月 10 日のジョーダン公使の報告は「国民全体が共和国になるにせ
よなんにせよ、政治形態が変わることを欲しているとは言えない。しかし、国民の中
で、現在、ほっきりと発言している人々はもう満州人は沢山だと考えている。満州人
の支配に代わって他にとるべき途として共和国あるのみである」。退位を報告した 2
月 13 日の報告は「北京の空気は上諭に対して著しく無関心であって、人々は政治上の
変動があっても一向に平気な様子で平常通りの仕事を続けている。・・・・世界で一番
新しく、一番大きなこの共和国の市民達は、皇帝がいなくても、政府は作れるという
事実を理解することがまだできない。この{皇帝という}観念が消え失せるか、それとも
遠からざる中に再びはっきりと唱えられるようになるかは将来がこれを示すであろ
う」と評している（前掲、坂野『近代中国外交史研究』310 頁以下）。 
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宣統帝が退位すると袁世凱は賛成する声明を発し、これに呼応して南京の孫文（1866
～1925）は臨時政府の臨時大総統を辞し、2 月 15 日に立法府たる参議院は袁世凱を臨
時大総統にえらび、3 月 11 日には、臨時約法を公布した。これは、国務総理を新たに
設けて大総統の実権を制約することを一つのねらいとしていた。袁は己れの地盤をは
なれて臨時政府の所在地である南京に赴くことを肯んぜず、北京で地位についた。臨
時約法に基づいて選ばれた初代国務総理の唐紹儀（1860～1938）は袁の部下であり、
かつ南方派とも誼みを通じた人物であったが、臨時約法に従わず独断専行を行ない勝
ちな袁と事毎に衝突して 6 月には辞職した。そのあとは袁の意のままになる人物が内
閣を作った。8 月には、国会組織法と両院組織法が制定・公布され、翌 1913 年に行わ
れた選挙において、旧同盟会を中心として組織された国民党が大勝した。ところが、3
月 20 日に国民党の領袖宋教仁（1882～1913）が上海で袁の放った刺客によって暗殺さ
れた。4 月 26 日には、袁は国会に計らずして日・英・仏・独・露の五国借款団からの
2,500 万ポンドのいわゆる「善後借款」の契約を成立させたのである。 
以上、やや外国資本ないしは外交史的な記述に偏り過ぎたたようである。 
ここで三井物産を中心とする三井の動向に戻ってみよう。 
当時の日本政府は三井・大倉・高田の三者による「泰平組合」という奇妙な名称
の組織を通じて、清国政府へ兵器や弾薬の売込をおこなっていた。同時に三井物産
は上海支店を通じて、革命政府側にも兵器や弾薬を借款の形で売込んでいた。抜け
目ない「死の商人」的行動様式であるが、恐らく明冶 44（1911）年～翌 45（1912）
年の時期といわれ、その仲介者が内田良平であった。ご存知のとおり、内田良平は
「黒竜会｣を引率いていた著名な「大陸浪人」である。三井物産から「中華民国政府
上海都督府」代理人としてである。その内容は、三井より 30 万円の借款を受け、そ
の大部分を三井物産からの「武器や弾薬購入」にあてることであった。その内容は、
「三十一年式 速射野砲」6 門、榴弾 1 千発、右榴霰弾 4 千発、「三十一年式 速射
山砲」6 門、榴弾 1 千発、榴霰弾 4 千発「機関銃」3 門、同実包 15 万発、此代金
弐拾五万四百弐拾壱円也」中国呉淞沖で上海都督府へ引渡されている。ただこられ
の武器は、いずれも日露戦争で使われた旧式兵器であった。まさに「ぼろ儲け」の
類であろう。ここでも、例の山本条太郎の指揮で三井物産「支那修業生」出身の森
格が、仲介し、宮崎滔天も関係している。 
ところで、かかる「武器輸出｣にも絡み、「辛亥革命｣をめぐる軍部の対応はどのよ
うなものであっただろうか。その一つを宇都宮太郎「対支那私見」〔明治 44 年 10
月 15 日〕にみてみよう。宇都宮太郎は、当時陸軍参謀本部第二部長（周知の「軍縮
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運動｣に推進役とも言える宇都宮徳馬の父）の要職にあり、「非長州罰」を持って任
じ、「満蒙工作」（情報収集、人事や支援工作を主要任務とする）に専念していたの
である。まさに参謀本部第二部はその中枢的位置にあった。 
「白人（勿論耶蘇教白人を云ふ、以下同じ）勢力の東漸は歳と与に益々急に、世
界全面積百中の八十五は既に其壟断に帰し、モロッコ、トリポリ―の両地亦た
将に折れて其掌理に入らんとしつつあることは現に吾人眼前の事実にして、白
人阿非利加、白人亜米利加、若しくは白人豪州等なる彼等の理想は最早殆んど
現実に近かく、白人世界なる彼等最終の理想さへ亦た将に実際問題の範囲に入
らんとするの今日、支那は我帝国生存の為め、自大自強の政策上、全部之を獲
得することを得ば勿論上場なり。然れども列国対峙の今日、此事の一気直に実
行し得可らざる事は残念ながら之を目下の実状と認めざる可からず。然り我れ
直に之を取ること能はずとすれば、他にも之を取らしむ可らず。是れ吾人の懐
抱せる所謂支那保全論にして、支那の為めに支那を保全せんとするのにはあら
ざるなり。 
支那を保全するには其様式は一、二にして足らず。略ぼ現境域の儘にて之を保
全する其一なり。二分三分若くは数分して之を保存する亦た各其一法なり。 
帝国の見地より論ずれば、現形の儘にての支那保全は国土人口稍や過大にして、
遠き将来に於ては或は却て我子孫の患を為すこと無きやの虞無きにしもあらず。
幾何かの独立国に分割して之を保全せんことは帝国としては尤も望ましき所な
り。 
此度の内乱は今少しく真面目に発達せば、少くとも満漢二族の二国家に分立せ
しめ得るの望無きにあらず。我れは胸底深く此方針を秘し、以て今回の時局に
対するを必要とす。即ち国際の儀礼上及我対清政策上、表面には当然現清朝を
援けて其顚覆を支へ、裡面に於ては時機を見計らひ極めて隠密に叛徒を援助し
以て益々其強大を致さしめ、適当の時期に及んで居中調停二国に分立せしめ、
而して出来得れば其双方と特種の関係（例えば一は保護国若しくは其類似、一
は同盟とする等にして、此間報酬的に満州問題等を我れに有利に解決せしむべ
きは勿論なり）を結び、以て時局再転の時機を待つ可きなり。 
右は此度の時局順当に進行したる場合の筋書なれども、列国の眈々たると支那
人の短見無識なる形勢は今後如何様に変転すべきや素より予測す可らず。我れ
は前述の保全主義に拠り列国の爪分を抑制し、以て極力欧米勢力の対岸移植を
妨害すべしと雖ども、大勢終に分割の已を得ざるに至るや我れ亦た決して袖手
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傍観すべきにあらざるなり。乃ち少なくも平昔研究せる南北の諸地方を獲得せ
ざる可らず」（『日本陸軍とアジア政策―陸軍大将宇都宮太郎日記―1』（「宇都宮
太郎関係資料研究会編、岩波書店、2007 年刊、483～484 頁、1911（明冶 44）
年 10 月 15 日作成）。 
この意図するところは明白であるが、その意義や影響を判定するのはなかな
かに難しい。上掲『宇都宮太郎日記』2、の「改題」付論で久保田文次氏は、宇
都宮が「韓国の改革派・親日派、中国の革命派・改革派からイスラム世界の民
族主義者に至るまで鋭い観察眼をもっていたが、実際に中国の辛亥革命が発生
した時に、どのような対応を考え、実行したのだろうか。参謀本部第二部長と
して宇都宮太郎が考えたのは、孫文等をそのまま援助するというのではなく、
革命を利用して、中国を南北対立させる状態に置き、そこから大日本帝国の利
益を拡大しようというものであった。この見地から宇都宮は、孫文の来日滞日
は日本にとって不得策とみなし、むしろ孫（文）を香港あたりに滞在させて、
利用・「操縦｣しようという主張であった。参謀本部情報将校が革命軍に協力し
たのも、この考えに基いていた」、という〔同書、67 頁〕。 
ところで、三井物産は、既に早くから「漢冶萍公司」借款に関与していた。
しかも「辛亥革命」を起した武昌と同じ「武漢三鎮」を構成する「漢陽」には、
すでに「漢陽鉄廠」が存在し、張之洞・盛宣懐によって、「鉄道問題」とともに
その展開が進められてきたのである。 
さて、「辛亥革命」から丁度 100 年にあたる本年は、日本でも孫文が亡命した
神戸（「孫文記念館」）を中心に、「シンボジウウム」が計画・準備されつつある
という。 
 
以上、武漢三鎮の漢口沿岸に宿泊し、対岸の武昌・黄鶴楼脇にある「辛亥革
命武昌蜂起記念館」を指呼の間に望みながら、不勉強が仇でそのまま「天空飛
行場」から西安に移動してしまったことが惜しまれてならない。如上の歴史的
由来を想起する時、改めて武漢三鎮、とくに漢口の旧租界風景〔川島真『近代
国家への模索 1894-1925』岩波新書（シリーズ中国近現代史②、2010 年刊）〕や、
さきの「辛亥革命武昌蜂起記念館」、漢陽の「漢陽製鉄所」（周知の「漢冶萍公
司」）跡を是非訪れてみたいと念じている。 
